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)

【1】u(x, y)に対して，次の偏微分方程式の一般解を求めなさい．

(a) ux + uuy = 0 (b) uux + yuy = x (c) ux + 2uy + u = xy

【2】ストークスの公式を利用して u(x, t)に関する以下の問に答えなさい．

(a) 次の偏微分方程式と初期条件が与えられた初期値問題の解を求めなさい．

偏微分方程式: utt − c2uxx = 0 (−∞ < x < ∞, 0 < t < ∞)

初期条件: u(x, 0) = sin
πx

l
, ut(x, 0) = 0 (−∞ < x < ∞)

(ただし，cは定数)

(b) 問 (a)で，偏微分方程式および初期条件の区間が，それぞれ，(0 < x < ∞, 0 <

t < ∞)および (0 < x < ∞) に変わり，新たに境界条件 u(0, t) = 0 (0 < t < ∞)

が与えられたとき，この初期値・境界値問題の解を求めなさい．

(c) 問 (a)で，偏微分方程式および初期条件の区間が，それぞれ，(0 < x < l, 0 <

t < ∞)および (0 < x < l) に変わり，新たに境界条件 u(0, t) = 0，u(l, t) = 0

(0 < t < ∞)が与えられたとき，この初期値・境界値問題の解を求めなさい．

(d) 問 (a), (b), (c)の解を，x− t平面に特徴がわかるように描き，波動方程式の解の性
質について論じなさい．

【3】次の u(x, t)に対する初期値・境界値問題について以下の問に答えなさい．

偏微分方程式: ut − uxx + u = 0 (0 < x < 1, 0 < t < ∞)

初期条件: u(x, 0) = sin(πx) (0 ≤ x ≤ 1)

境界条件: u(0, t) = 0, u(1, t) = 0 (0 < t < ∞)

(a) u(x, t) = e−tv(x, t)とおくことにより v(x, t)についての偏微分方程式と，初期条件，
境界条件を導きなさい．

(b) この初期値・境界値問題の解 v(x, t)を変数分離の方法で誘導しなさい．

【4】以下の関数は，2次元ラプラス方程式を満足することを示しなさい．

u(r) = c0 + c1 log
1

r

ただし，c0, c1は，定数であり，r =
√

(x − ξ)2 + (y − η)2 のように，rは，ある点 (ξ, η)

からの距離を意味する．

(以 　上)


